令和4年第420回信濃町議会定例会9月会議会議録（3日目）

（令和4年9月6日　午前9時46分）
●議長（佐藤武雄）　おはようございます。ただ今の出席議員は12名全員であります。本日の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に配布の通りであります。日程第1、通告による一般質問を行います。質問時間は最大1時間を目途に、質問者、答弁者は進行にご協力をお願いいたします。また、答弁者および質問者の都合により、質問の順序を変更することがありますので、あらかじめご承知願います。なお、質問者と質問者との間に10分程度の休憩を取ることにいたします。
通告の1、北村富貴夫議員。

1、古間グラウンドの整備等
2、脱炭素社会への対応
3、病院建設の進捗状況

4、登山道の整備
議席番号1番、北村富貴夫議員。

◆1番（北村富貴夫）　おはようございます。議席番号1番、北村富貴夫でございます。質問させていただきます。よろしくお願いいたします。町長の再開の挨拶にもございましたが、コロナの感染者が信濃町でもだいぶ増えております。基本的な感染対策を行い、4回目のワクチン接種を加速させ、またオミクロン株対応ワクチンの接種も始まるようなのでしっかりと対応すべきと思います。質問が多くボリュームがありますので、答弁は簡潔明瞭で分かりやすくお願いいたします。質問の内容によっては順番が前後することがありますが、どうぞよろしくお願いいたします。過去に質問した内容について、再度質問する場合があります。今までは検討するという回答であったものは、その後どのようになったか等お伺いしたいと思います。最初に古間グラウンドの整備等についてお伺いします。雨が降った後、グラウンドが使用できず延期、中止等なる行事があります。過去には消防団出初式も雨が降った後、当日は晴れていてもグラウンドが使用できない事例がありました。運動場の水はけというのは、野球をはじめ屋外で行うスポーツの練習や、試合の結果に大きく影響するものです。使用する人が少なくなってきていると感じるのは、ナイターソフトボールでございます。過去には早起き野球チーム等たくさんあり、使用していましたが、今は信濃町にソフトボール4チームが試合等で利用しています。また過去には、町民運動会等も開催されています。何日も雨の日が続くような梅雨の時期や台風シーズン、線状降水帯がもたらす大雨など、グラウンドが使用できない日々が続く場合があります。晴れた日ぐらいは、グラウンドで思い切り練習や試合をしたいものです。しかし天候が良くなったからと言って、すぐにグラウンドが使用できる訳ではありません。コンディションの良い状態で練習や試合ができるかと言えばそうではないのです。プロのスポーツ選手が利用するグラウンドというのはグラウンドキーパーによってグラウンドをできるだけ最高の状態にできるよう、整備やレインカバーを使用します。例えばグラウンドの傾斜。高さを整えて水が排水施設に流れていくように傾斜を調整するなど、水はけが良くなると考えられています。古間総合体育館は指定避難場所にもなっています。もしも、大水害が起き鳥居川が氾濫すればグラウンドは水没も予想され、勾配や排水路整備等の方策は行う必要があると思います。そこで町長にお伺いいたします。第6次長期振興計画では、健やかで豊かな人生を送るための環境づくりとして政策が記載されています。町民意識調査では、日頃スポーツや運動を行っている人の割合は、平成30年度で36.8パーセント、令和5年度38パーセントを目標としています。環境と整えるということは大変大切なことだと思います。過去には古間グラウンドでは暗渠排水工事を行ったようですが、その後の点検しどのようになったのかと、また町のスポーツ振興には欠かせないこの古間グラウンドの整備等は、どのように今後考えているのかお伺いしたいと思います。町長、よろしくお願いします。

●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　おはようございます。北村議員さんの、古間グラウンドの雨水対策と言いますか排水対策の関係でのご質問でございます。ご案内の通り、今お話にございましたように、主に町民の皆さん方が、比較的古間のグラウンドを利用されている方が多いという状況で、これは以前からそういう状況でございます。57年、昭和57年には夜間照明も設置をして、その後何度か修繕も含めてやりながら今に至っているわけでございます。基本的に排水対策なんですが、今北村議員さんもお話がございました、以前にはというのは最近では平成26年に、排水の暗渠排水工事をやったという経過がございます。ただ地理的にと言いますか、あそこに私自身も役場に入ったばっかの職員時代に水道課にいたんですが、あの野球のバックネットの裏に、すぐ裏に古間の浅井戸という水道の水源があったんですね。つまり、それくらいあそこについては水位が高いという位置だというふうに私自身も承知はしております。そういった排水対策をやってもなかなか最終的に効果的な状況にはなってきてなかった。いわゆる道路側とグラウンドの間にも用水的なものがございまして、通常は水が流れているかどうかはともかくとして、消防の大会、操法大会と言いますか、出初式等ではそこに水を引いてポンプ操法を行うというようなこともやっているわけでございます。それはそれとして、今現状はそういうことできているということでございます。私は、多くの皆さんがあそこをお使いになるということでございますし、また、信濃町がスポーツ宣言の町宣言を当時議会としてもやられておられるということをふまえると、どういう状況であの排水対策ができるかということを、再度いろいろな面で専門的な調査をして、そして効率のいいその将来にわたって、排水が万全になるような方向性での検討というのは必要になってくるのかなと思っております。そういう面では、またそういった対応をしながら、その後の方策についてしっかりとまた進めていくような方向性を持って検討していければいいかなと思っています。以上でございます。

●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　町長の答弁の中に専門的な調査、そして検討していったらどうかというようなご意見をいただきました。私も、やはり全体を見ていると信濃町のいろいろなグラウンドがあるんですけれども、古間グラウンドについては十分検討する価値があるのではないかなと思います。今現在、古間グラウンドの活用状況、それから他のグラウンドとの比較、使用頻度等は、この辺については教育委員会の方ですか、お伺いしたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　外谷場教育次長。

■教育次長（外谷場佳子）　数字のことですので私からお答えをさせていただきます。古間グラウンドにつきましては、冬季間、実際11月以降4月中旬ぐらいまでは降雪、積雪のために使用ができない状況ではございますが、年間で、グラウンドの日中使われている日数、これにつきましては令和2年度3年度はコロナの影響があって、令和2年度は7日、令和3年度については5日、その前の令和元年度につきましては13日という状況です。また、夜間照明を使って、主にソフトボールをされているということでございますが、夜間の使用につきましても積雪、降雪期を除いて、令和元年度は19日、令和2年度については0、これはコロナの影響だと思います。令和3年度については16日ということで、約200日位の稼動ができる日数のうち、今申し上げた数字でございます。以上です。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　使用頻度もっと多いかなと思ったんですけれども、だいぶ少ないかなって思いました。更に、実際に古間グラウンドは夜間の19日、16日というような内容でしたが、他のグラウンドの比較っていうのはどうなんでしょうか。他のグラウンドでは使用頻度、そのへんは分かりますか。
●議長（佐藤武雄）　外谷場教育次長。

■教育次長（外谷場佳子）　教育委員会が所管しております他のグラウンドにつきましては、旧小学校のグラウンドがございます。率直に申し上げて、グラウンドの使用はほとんど無いという状況でございます。あともう一点、指定管理でお願いしていますふれあい広場につきましての使用件数でございますが、ふれあい広場のグラウンドにつきましては令和元年度は8件、令和2年度が9件、令和3年度が18件。ちなみに令和4年度は8月までの集計でございますが、既に15件使われております。これにつきましては、柏原グラウンドで少年野球の練習を行っていたんですが、信越病院の移転新築に伴いまして今年度より柏原グラウンドの使用ができませんので、ふれあい広場のグラウンドへ移ったということで増えているという状況でございます。以上です。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　だいぶ、ふれあい広場のグラウンドの方が使用頻度が高くなってきたんじゃないかと思います。コロナということで令和2年度くらいはなかなかそんな話は無かったと思うんですけれども、今年度もだいぶ増えているように感じました。ぜひ、どんどん使用していただくということが必要なんではないかと思いますが、やはりこの人口減少によって古間グラウンドも使用頻度というのはだいぶ減っているんではないかなと思います。この古間グラウンドについて、やはり今後どのようにやっていくのかというところが、今、先ほど検討するというお話もありました。しかし、検討の中に土の入れ替え、まあ実際に排水を本当にどういうふうにやっていくのか、それからもう一点は、鳥居川の浚渫等をしないとなかなか難しいんではないかなと思うんですが、そのへんについてはどのように考えているのかお伺いしたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。

■町長（横川正知）　単純にあそこの表土と言いますか、表の部分の土地を入れ替えただけではなかなかやっぱり根本的な排水対策にはならいんじゃないかな。つまり、それは先ほども言いましたように、以前にも、そういうことでも排水対策としてやってきたわけでございますので、従って鳥居川の水位がどういうふうに影響するかはともかくとして、現状の中で有効な排水対策が可能なのかどうなのか、その辺についてはやっぱり十分調査を含めて、検討していくってことが今求められていることかなと思いますし、具体的に取り組むと言いますか、そんな方法ではまずそのことが第一優先順位かなと思っていますのでお願いしたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　大変具体的な話になってくるのですが、やはり今後そういうものを含めてしっかりと調査検討していっていただければと思います。それから、古間グラウンドの周りの木の枝がだいぶグラウンド側に伸びています。キャッチボールをする時や、バックネット裏の木の枝、こういう物がだいぶ支障をきたすのではないかなと。スポーツをやる人がもっとやりやすくできないものかと考えます。周辺の枝等の伐採について、環境整備についてはどのように考えていらっしゃいますか、どうぞお願いします。

●議長（佐藤武雄）　佐藤教育長。
■教育長（佐藤尚登）　お答えいたします。グラウンド周辺の枝払いは数年に一度実施してきているところです。ご指摘の通り、現在確かに枝が随分張り出していますので、これは今年度については、町職員のできる範囲で速やかに対応し、次年度以降業者委託を検討していきたいというふうに考えているところです。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　教育長の答弁の中に、速やかに対応していただけるということでございますので、ぜひ対応をお願いしたいと思います。町内の他のグラウンドの支障木等はそういうことはないでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　佐藤教育長。

■教育長（佐藤尚登）　他のグラウンドに関して特段、支障等は聞いておりません。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　続いて、信濃小中学校のグラウンドの雨水対策についてもお伺いしたいのですが、そこはいかがでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　教育長。

■教育長（佐藤尚登）　お答えします。信濃小中学校の第一グラウンドは水はけが大変良いと聞いております。前日に降雨があっても、極端な大雨を除けば、翌日には水溜りが残るようなことは無く、午前中には体育の授業ができるということです。このため、現時点で排水等雨水対策工事の予定はございません。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　そうすると、結局は古間グラウンドだけということになりそうですね。ぜひ今後、町長の答弁にありましたように検討をお願いしたいと思います。比べることはしたくないんですけれども、他の市町村でも一か所以上は、グラウンドの整備、ナイター設備等がしっかりとできています。古間グラウンドのナイター設備は、先ほど町長の答弁の中に、昭和57年というようなことで、もう35年、40年近く経過しているのではと思います。今後の更新予定というのは考えていらっしゃいますか。
●議長（佐藤武雄）　佐藤教育長。

■教育長（佐藤尚登）　ナイター設備はご指摘の通り設置から40年が経過しておりますので、現在は修理をしながら使っているという状況です。ただ、現時点で、例えば電球のLED化を含めた更新をするという計画はございません。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　答弁の中にLEDという話がありましたけれども、LEDは総消費電力がだいぶ抑えられて地球温暖化の一助にもなると言われています。日本での屋外野球場でのLEDは、横浜スタジアム、ここが総消費電力が65パーセントに抑えられて、二酸化炭素の排出にも貢献しているとネット等にも記載されています。そのLED化もやらないということであれば、今後もやはり検討していく価値はあるのではないかなと思うのですがそのへんはいかがでしょうか。

●議長（佐藤武雄）　佐藤教育長。

■教育長（佐藤尚登）　先ほど申し上げましたように40年経過しておりますので、当然検討はしていかなければいけないと考えています。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　町長も教育長も、いろいろと検討していただけるというお話がありました。今後もスポーツの振興を更に進めるためには、この行事に欠かせない必要なグラウンドの整備は本当に欠かせません。お金を掛けて本当に整備していくのか、またはこの際、集中して他のグラウンドの整備、ナイター設備に検討することが必要になってくると思います。前日雨が降っても行事等、当日は天気が良ければグラウンドで行事を行うことができれば、明日どうなるかなと、中止にすべきだろうかな、主催者の気の揉みようというのは尋常ではありません。精神的ストレスも減ることが想像でき、要らぬ心配はしなくて済みます。スポーツではいろいろとありますが、駅伝を誘致するには道路整備は欠かせません。前回質問しましたけれども、野尻湖周遊道路の整備等、しっかりと対応していただきたいと思います。野球やサッカーなど、観光にも必要なグラウンド整備、住民の健康維持、スポーツ振興等、ナイター設備や排水対策、支障木の伐採等、ぜひ今後しっかりと対応していただければと思います。続けて、2の質問に移ります。過去に、脱炭素社会について質問させていただきました。その後の意識の変化ということで、ウクライナ情勢等も変わりましたけれども、脱炭素社会もだいぶ変わってきました。地球温暖化の原因となる温室効果ガス排出実質ゼロを目指す社会。日本では、2020年10月に菅義偉首相が2050年を目途に温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするという、脱炭素社会の所信表明をいたしました。温室効果ガスには二酸化炭素、それからメタン、一酸化二窒素、フロン類がありますけれども、温暖化への影響が大きいと、CO2の削減が一番の課題となっています。排出量実質ゼロは、二酸化炭素の排出を完全に無くすのは排出量を削減すると同時に、無くすのではなく排出量を削減すると同時に、排出が避けられない二酸化炭素を後から回収して実質的にゼロにするということで。最近では排出、廃棄物を最小限に抑えながら資源を有効利用する循環型社会、ゼロミッションや二酸化炭素排出量と吸収量を相殺してゼロとするカーボンニュートラル、それから二酸化炭素実質ゼロを意味する脱炭素社会の同義語として用いられています。私は過去の質問では、低炭素社会というのを脱炭素社会というふうに変更していただきました。対策を今もやっていらっしゃると思います。電気自動車の普及も過去に質問した時よりだいぶ多くなってきました。その後の町の環境への取組についてお伺いしたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　柄澤住民福祉課長。

■住民福祉課長（柄澤　豊）　それでは私の方からお答えをさせていただきます。この脱炭素の関係につきましては、北村議員さんからは3月会議でご質問をいただいております。その後の町の環境への取組はどうかということでございますけれども、前回のご質問でも答弁させていただいておりますけれども、脱炭素社会への実現、二酸化炭素排出量の削減につきましては、たいへん重要な課題でございます。ただ、当町のような小さな自治体が独自で事業を進めようと思っても、大きな財政負担が伴ってまいりますと、単独では進められない施策も出てまいります。長野県の取組や、近隣自治体等と連携した取組が必要になってまいりますので、前年度の令和4年2月14日には長野地域連携中枢都市圏として、2050年二酸化炭素排出量実質ゼロを目指すゼロカーボン宣言を発出し、信濃町も9市町村の一員で賛同し、9市町村で連携した取組を検討し始めたところでございます。町単独での取組といたしましては、木質バイオマスなどによる再生可能エネルギーの利用などハード面のものや、エコドライブや食品ロスの削減の啓発などソフト面など、その対策は様々なものがございますが、町民の皆さんがすぐにできる取組として、ゴミの分別の徹底や資源化による可燃物の量を削減することにより、二酸化炭素排出量を抑制するいわゆる3R、リデュース、リユース、リサイクル活動を分別収集カレンダーや広報等により周知し、意識改革をお願いしているところでございます。こういった脱炭素に繋がる施策の中でも生活に直結する取組、今ほど申し上げましたゴミの分別、リサイクル、省エネ、それからマイバックの使用などは既に浸透していると思いますけれども、例えば公共交通の活用ですとか省エネ住宅へのリフォーム、それから住宅太陽光ですとか小水力発電等の取組となりますと、なかなか自分の生活スタイルを変えていかなければならないですとか、大きな投資も必要になってくる取組についてはアピールしてもすぐには取組に繋がらないのが実態でありまして、どのように推進し、どのように浸透させていくのか難しい課題というふうに考えてございます。私たち担当者も、県や関係機関とも情報提供いただく中で検討をしているところでございます。

●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　ぜひ、この9市町村と連携しながらしっかりと対応していただければと思います。その中で電気、脱炭素社会ということですが、電気自動車の電気充電スタンド、過去に一般質問させていただきました。実際に今年の夏も大勢の方が道の駅等に、こちら信濃町にお越しいただいてます。特に白馬村や山ノ内ではこの充電スタンドが多く観光客を呼び込んでいます。長野県内で558か所、確か白馬では26か所、山ノ内では8か所だったと思うんですけれども、この各市町村等の道の駅に設置されていますけれども、この信濃町は1台しかないんですね。実際に故障したりとか、順番待ちをされていると思うんですけれども、その辺についてはどのようにされているのか、今後どういうふうにされていくのかお伺いしたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫）　道の駅の所管ということでお答えいたします。道の駅の電気スタンドは平成27年に設置されております。今の利用状況でございますが、春から秋にかけては1日平均で1台から2台。それから冬期間についてはほとんど利用状況はないような状況でございます。これにつきましては、月々の消費電力から1台30分というような充電時間を元に計算というか試算をしてみたものでございます。また、充電器の故障等でございますけれども、たまにリセットボタンが働いたりとかして充電ができないような時があるとお聞きしています。これについては、展望館のスタッフがリセットの方の対応をして復帰等をやっているというような状況でございます。ただメーカーに修理を頼まなければならないようなことも年に1回くらい、そのような故障も起きるとお聞きしているところです。以上です。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　もっと故障しているのかなと、ふと思ったのですけれどもほとんど故障の場合は実際には観光客にはどこへ案内されているんですか。道の駅でここでなって、故障して充電ができない、車が走れないかもしれない、充電量が少なくなっているということが考えられますけれども、ここから一番近い所に全て案内するということでよろしいですか。
●議長（佐藤武雄）　佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫）　はい。旅行者の方、利用者の方が次の目的地がどこかというようなこともあるかと思います。充電マップ等も出てございますので、その際には充電マップ等を参考に利用者の方の次のルート等もお聞きする中でご案内しているということだというふうに聞いております。以上です。

●議長（佐藤武雄）　北村議員。
◆1番（北村富貴夫）　せっかくこの信濃町という観光地に訪れた皆様にサービスをいろいろと提供していく中で、町内にもう一か所あればそこに案内ができるのではないか、実際に町内は3か所と聞いていますけれども、ぜひ観光客の皆様が町外からではなくて町内である程度充電していっていただいて、やはり信濃町は良い所だなというように思っていただけるような対応をすべきではないかなと思いますがいかがでしょうか。そんなことをぜひ考えて電池充電スタンドを更にもう一台くらい設置すべきではないかと思うのですがどうでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫）　はい。今のところ町内あるいは町外近郊にも多くのスタンドがあるというふうにお聞きしているところです。そのようなことから現在増設するようなことは今のところ考えておりません。電気自動車の普及等、十分注視しながらそういうことも将来的には検討していく必要があるかとは思います。また、道の駅しなのの充電器の故障時の、緊急の対応とかその辺につきましては、近隣スタンドの一覧等を準備しまして利用者の方にご案内していきたいと考えております。以上です。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　まずは電気充電スタンド、電気自動車の普及率というのが多分これから上がるのではないかと考えられます。その時点でどういうふうに考えていくべきなのか、更にしっかりと検討していただきたいと思っています。この脱炭素社会というのは更に進めていくべきだと思っていますのでお願いしたいと。続けて質問をしたいと思います。昨年から一般質問でいろいろとお伺いしていますけれども、病院の件です。信越病院のまず全体的な進捗状況についてお伺いしたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸）　本年度、病院再整備事業の中で実施している工事につきましては、解体工事1つ、あと委託業務ということで実施設計を含め4つの業務を委託して進めている状況でございます。解体工事につきましては、工期5月6日から3月の中旬までの期間で現在4か月経過したところでございます。周囲の仮囲いから始まりまして、5月に周辺住民の方への説明会を実施しまして、現場としましては石碑等の移転、あと内装仕上げ材の分別撤去、プールの解体、あとボイラー室等のアスベストの除去、現在校舎の解体を進めているところでございます。現在、グラウンドの南側の校舎の解体を進めておりまして、体育館との切り離しも進めてございます。工事の進捗率ということですが、8月末現在で60パーセントということで見ております。計画通り12月の始めまでには解体が終了し整地となる予定でございます。

●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　計画通り進んでいると、8月末で60パーセントですから計画通り進んでいるのではないかなと思われます。しっかりと計画通り、やはり住民の為にもやっていただきたいと思っておりますので、その中で私が質問した時にメモリアルパークですか、そちら患者さんの癒し等、そちらのパークを作るという話がありました。その中に、山桜とかそういう物の植林も考えてみたらどうだというお話をさせていただきました。それから駐車場の整備等、この辺についてはどのようになったのか教えていただければ。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸）　始めにメモリアルパークというふうに仮称で呼んでいる所につきましては、広場ということで議員からのご意見もございましたが、現在は具体的な計画についてはまだ検討段階で、どういう公園にするのかというのはまだ未定でございます。駐車場につきましては、基本構想の計画にお示ししています外来患者様用で75台、職員用で100台、サービス事業様、また駐輪場を整備している、確保する予定でございます。規模につきましては、病院の待合患者席数の調査を実施しまして、一番混んでいるお盆中の4日間、だいたい患者様がどのくらい病院で滞在しているのかということで調査をしてございます。結果的には最大で104名の方が滞在していたという状況と、平成26年に住民の皆様に対してアンケート調査をしました。病院のアンケート調査です。その中で交通手段という、どういう交通手段をされているのかということで自家用車の方が約71.4パーセントということでしたので、そこの最大の104名の方の70パーセントということで、今の計画の75台という、最大でもキャパとしては対応できるのかなと考えて、今計画を進めているところでございます。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　自家用車で来る方が70パーセントということなので、お話を聞いているとその位は必要なのだろうと思うのですが、実際には駐車場の幅によっては台数が限られてくるのではないかと思うのですが、その辺についてはどうなんでしょうか。しっかりと、一般的には2メートルですかね、横幅は。そこもある程度しっかり考えていないと、大変駐車場も狭くなってしまう、それから患者さんが来られる時に、やはり駐車場の通り道が広くないとある程度、本当に困るのではないかと思うのですが、その辺はどうなんでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸）　現在、基本計画のご説明で、皆様にお示ししている概要の図面があるわけですが、そこにもとりあえず仮ということで駐車スペースの線引きを掲載してございます。基本計画の元々の考え方として、病院を利用される方がかなりご高齢の方もいらっしゃるということと、その中でももちろん安全性を一番保たなければいけないという部分と、あと歩行者と車道については、明確に分ける必要があるということで、今の概要の図面になっております。具体的にどういうふうな線の引き方になるかというところまでは、まだお示しはできていませんが、今のところの計画につきましては現在できている外構図のようで検討しているところでございます。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　実際にいろいろなワクチンを打つとか、予防接種とか打つ時は自家用車がだいぶ混雑すると考えられます。今後いろいろと検討されていく中で、やはり、一方通行にある程度していかなければならないだろうとか、幅も身障者用もどのくらい取っておくのかとか、そういうものもしっかりと対応していただければと思いますので、どうぞよろしくお願いします。このコロナ禍ということで、その中でも60パーセントの進捗が解体工事も進んでいるようなので、遅れの無いように対応していただければと思います。最後の質問になります。黒姫山の登山道の整備について過去にも質問しました。その後の整備状況等についてお伺いしたいと思います。黒姫の登山道はいくつもあるんですけれども、その中でも長野市戸隠との境の大橋駐車場の整備、それからそこから登っていく西登山道の整備についてはどのようになっているのかお伺いしたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫）　登山道の整備ということでお答えいたします。黒姫山の西登山道につきましては、環境省で実施している箇所等を除きまして業務委託で草刈等を実施しているところです。7月から8月にかけても作業を行っております。また、残りの部分につきましても今月行う予定となっております。また、大橋の林道の入口の辺りの整備でございますけれども、こちらの方は駐車場につきましては、町で設置した駐車場ではないんでございますが、現状ではですね、登山ボックスもなく管理者がいないような状況でございます。国有林内となっておりますので、北信森林管理署とも協議をしながら検討していきたいと思っております。以上です。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　大橋登山道の所はだいぶ広くなっていまして、登山口といえば登山口なんですけれども、整備されているのか、されていないのかよく分からないような、登山届もどういうふうにするのかなっていう感じもありますので、ここについてはしっかりとした案内板とかですね、そういう物を設置したらどうかと思うのですがその辺についてもいかがでしょうか。

●議長（佐藤武雄）　佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫）　先ほど申しましたが、国有林内になりますので森林管理署さんと協議をして整備ができることはしていきたいというふうに思います。以上です。

●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　ぜひ、そのような整備も考えていただきたい。それから、登山道にやはり登ってみると分かるのですが、ゴミですね。実際にゴミの持ち帰りをもっとアピールすべきではないかなと思うような注意書き、そういうものを必要なのではないかなと思うのですけれども、このへんについてはいかがですか。

●議長（佐藤武雄）　佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫）　そのへんにつきましては、登山者のマナーといいますか、そういう啓発等も必要かとも思います。各種看板についても北信管理署さんが事務局となっております高山植物等の保護対策協議会等もございますので、そういう場で各種啓発、看板等の話についても要望していきたいと考えております。以上です。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　先に言われてしまいましたが、高山植物の保護っていうのは大変大事だと思っています。西登山道の方へ行きますと、オサバグサなど高山植物がだいぶ咲き誇っている場所が本当にあるんです。そういう場所に立ち入り禁止の区域を設定したり、それからロープを張る、そういうことはだいぶ必要ではないかなと思うんですけれど、全体の中でもう一度その辺についてお伺いしたいと思います。

●議長（佐藤武雄）　佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫）　黒姫山は国有林でもあります。町単独ではなかなか保護活動という訳にもいかない部分もございますので、北信森林管理署さんが事務局となっている対策協議会等を通じまして啓発等できることをやっていきたいと思います。以上です。
●議長（佐藤武雄）　北村議員。

◆1番（北村富貴夫）　それからもう一点はクマですね。クマの出没注意とか、何か看板が行っても1か所くらいか2か所か、何か少ないというように感じました。そういうようなものも、クマ出没も結構あるので、注意看板も必要ではないかなと思います。こういうしっかりとした対策が、今後必要ではないかと思っておりますので、この登山道の整備についてぜひお願いしたいと。以上で質問を終わりたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　以上で、北村富貴夫議員の一般質問を終わります。この際申し上げます。10時40分まで休憩いたします。
（終了　午前10時28分）
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